
一
、
明
治
廿
九
年
四
月
ョ
リ
東
京
美
術
學
校
ノ
西
洋
聾
二
関
ス
ル
授
業
ヲ
嘱

東
京
美
術
學
校
二
於
ケ
ル
功
績

②
 
行
政
整
理
と
久
米
桂
一
郎
、
大
島
如
雲
、
鈴
川
信
一

、
増
井
兼
吉
、
合

田
清
ら
の
退
官

「
学
校
近
事
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
昭
和
七
年
二
、

三
月
に
文
部

省
部
内
の
行
政
整
理
（
前
年
十
一
月
―
――
十
日
通
逹
）
を
機
と
し
て
久
米
桂

一

郎
、
大
島
如
雲
、
鈴
川
信
一
（
生
徒
主
事
）
の

三
教
授
と
書
記
増
井
兼
吉
、
嘱

託
合
田
清
お
よ
び
教
務
嘱
託
員
、
i

屈
、
巡
視
、
小
使
な
ど
が
退
職
し
た
。
面
の

宮
坂
福
太
郎
も
退
職
の
候
補
に
挙
げ
ら
れ
た
が
、
彼
は
金
工
科
の
技
術
屈
と
し

て
長
年
同
科
の
た
め
に
尽
く
し
、
留
任
を
望
む
声
が
強
か
っ
た
の
で
、
候
補
か

ら
外
さ
れ
た
。

こ
の
行
政
整
理
と
期
を
同
じ
く
し
て
正
木
直
彦
が
退
官
し
、
本
校
は
転
換
期

を
迎
え
る
。

退
官
し
た
久
米
桂
一
郎
に
つ
い
て
は
近
年
『
久
米
美
術
館
』
（
昭
和
五
十
七

年
、
久
米
美
術
館
）
を
は
じ
め
と
し
て
研
究
文
献
が
発
行
さ
れ
、
業
績
が
明
ら
か

に
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
本
書
に
お
い
て
も
第
一
巻
の
「
西
洋
画
科
設
置
」
の
項
そ

の
他
に
お
い
て
度
々
そ
の
足
跡
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
な
お
、
本
校
が
彼
を
名

巻
教
授
（
昭
和
七
年
六
月
一
日
称
号
授
与
）
に
推
す
た
め
に
作
成
し
た
「
功
績

調
書
」
が
現
存
し
て
い
る
の
で
、
参
考
の
た
め
掲
載
す
る
。

功
績
調
書

元
東
京
美
術
學
校
数
授
従
一二
位
懃
三
等

託
サ
レ
同
一―
―
十
一
年
八
月
迄
継
績
ス

久
米
桂
一
郎

一
、
明
治
一二
十

一
年
八
月
十
三
日
東
京
美
術
學
校
赦
授
二
任
ゼ
ラ
レ
昭
和
七

久米桂一郎

（『校友会会報』第 3

号より転載）

ナ
リ

赦
授
在
官
実
ニ
―
二
十
三
年
七
ヶ
月

一
、
右
教
授
在
官
中
ノ
掠
任
ハ
美
術
解
剖
學
、
西
祥
叢
宜
習
（
木
炭
画
）
佛

曲
西
語
ノ
授
業
ナ
リ
美
術
解
剖
學
ハ
西
洋
聾
學
習
ノ
基
礎
的
學
課
ニ
シ

テ
久
米
赦
授
ハ
夙
二
之
ヲ
佛
薗
西
留
學
中
二
修
メ
来
リ
テ
本
格
的
二
初
メ

テ
我
國
二
僻
へ
多
年
二

亘
ル
本
校
在
任
中
主
ト
シ
テ
此
學
課
ヲ
担
当
教
授

シ
以
テ
我
國
ノ
西
洋
画
法
発
達
二
確
固
タ
ル
甚
礎
ヲ
典
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ

テ
其
ノ
功
績
ハ
永
久
二
顕
彰
セ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ

一
、
久
米
教
授
ハ
明
治
十
九
年
ョ
リ
同
廿
六
年
二
至
ル
約
七
年
間
欧
洲
二
於

テ
西
洋
盟
ヲ
研
究
シ
テ
帰
朝
シ
本
校
赦
授
二
任
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

故
本
校
教
授
子
爵
黒
田
清
輝
卜
共
二
佛
蘭
西
ノ
新
霊
風
ヲ
本
邦
二
輸
入
シ

之
ヲ
聾
壇
二
樹
立
シ
タ
ル
先
覚
者
タ
リ
西
洋
聾
ノ
赦
育
者
ト
シ
テ
獨
リ

本
校
二
於
ケ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

一
般
的
二
於
テ
モ
其
功
績
頗
ル
多
ト
ス
ベ
キ

東
京
商
科
大
學
二
於
ケ
ル
功
績

一
、
明
治
三
十
七
年
九
月
十
九
日
東
京
高
等
商
業
學
校
教
授
二
兼
任
ヲ
命
ゼ

ラ
レ
同
校
豫
備
科
二
於
ケ
ル
佛
蘭
西
語
ノ
授
業
ヲ
担
任
セ
リ
大
正
九
年

三
月
舟
一
日
同
校
ヲ
東
京
商
科
大
學
卜
改
稲
セ
ラ
ル
、
ニ
ョ
リ
同
年
四
月

一
日
同
大
學
豫
科
数
授
兼
任
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
昭
和
二
年
四
月
六
日
二

至
リ
依

ナ
リ

年
二
月
三
日
依
願
本
官
ヲ
免
ゼ
ラ
ル
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博
覧
會
関
係
功
績

一
、
明
治
舟
二
年
八
月
廿

一
日
臨
時
博
覧
會
鑑
壺
官
ヲ
被
仰
付
同
年
十
一
月

五
日
教
授
ヲ
休
職
卜
為
リ
佛
蘭
西
二
渡
航
シ
巴
里
腐
國
博
覧
會
二
自
己
製

作
壷
ヲ
出
品
シ
臥
洲
各
國
ヲ
巡
歴
シ
テ
美
術
上
ノ
研
究
ヲ
為
シ
舟
四
年
五

月
帰
朝
ス
同
月
廿
九
日
復
職
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

一
、
同
舟
四
年
七
月
十
七
日
農
商
務
省
ヨ
リ
臨
時
博
覧
會
事
務
局
報
告
編
纂

事
務
ヲ
嘱
託
サ
レ
同
舟
五
年
三
月
舟
一
日
康
託
ヲ
解
カ
ル

一
、
同
舟
六
年
一
月
第
五
回
内
國
勧
業
博
覧
會
審
査
官
ヲ
被
仰
付

一
、
同
四
十
三
年
二
月
廿

一
日
休
職
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
同
年
三
月
日
英
博
覧
会
出

品
協
會
事
務
取
扱
ノ
為
メ
英
國
へ
出
発
ス
同
年
六
月
同
博
覧
會
事
務
局

ヨ
リ
心
藝
部
審
査
抱
任
及
美
術
部
審
査
兼
任
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
テ
従
事
ス

一
、
同
年
十
二
月
洪
牙
利
図
「
ブ
タ
ペ
ス
ト
」

二
於
テ
國
立
美
術
博
物
館
二

開
キ
タ
ル
日
本
美
術
展
覧
會
事
務
ヲ
慮
理
ス
同
四
十
四
年
三
月
帰
朝
シ

五
月
廿
四
日
復
職
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

一
、
大
正
三
年
九
月
桑
港
萬
國
博
覧
會
臨
時
出
品
部
主
幹
ヲ
嘱
託
サ
レ
同
年

十
二
月
廿
六
日
休
職
ノ
上
同
四
年

一
月
米
國
二
赴
キ
五
年

一
月
帰
朝
シ―
――

一
、
明
治
四
十
年
文
部
省
二
於
テ
美
術
審
査
委
員
會
ヲ
組
織
シ
美
術
展
覧
會

ヲ
開
設
セ
ラ
ル
、
二
際
シ
同
年
八
月
十
三
日
其
委
員
ヲ
被
仰
付
第
二
部
員

ヲ
命
ゼ
ラ
ル

一
、
明
治
四
十
四
年
同
四
十
五
年
大
正
一
一
年
ノ
三
年
間
毎
年
美
術
審
査
委
員

月
州

一
日
復
職
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

美
術
審
査
委
員
會
関
係
功
頼

リ 願
兼
官
ヲ
免
ゼ
ラ
ル

兼
務
教
授
タ
ル
コ
ト
前
後
通
ッ
テ
ニ
十
二
年
餘
ナ

久
米
の
後
任
と
し
て
は
既
に
大
正
十
五
年
に
西
田
正
秋
が
起
用
さ
れ
て
い

以
上

會
委
員
ヲ
被
仰
付

帝
國
美
術
院
関
係
功
績

一
、
大
正
十
一
年
十
月
十
六
日
帝
國
美
術
院
幹
事
ヲ
被
仰
付

二
月
八
日
依
願
被
免
在
職
九
年
餘
二
及
ブ

数
員
検
定
委
員
會
関
係
功
績

一
、
明
治
四
十
二
年
六
月
廿
一
日
数
員
検
定
委
員
會
臨
時
委
員
ヲ
被
仰
付
爾

後
四
十
三
年
四
十
四
年
大
正
二
年
ノ
三
回
臨
時
委
員
ヲ
被
仰
付

官
等
及
位
勲

一
、
明
治
三
十

一
年
八
月
十
三
日土回
等
官
六
等
二
紋
七
ラ
ル
（
初
叙
）

一
、
同
四
十
年
八
月
十
九
日
高
等
官
三
等
二
陸
叙
七
ラ
ル
（
累
進
）

一
、
大
正
十
年
七
月
一
日
勅
任
官
ヲ
以
テ
待
遇
セ
ラ
ル

一
、
同
十
四
年
四
月
八
日
高
等
官
二
等
二
陸
叙
七
ラ
ル

一
、
明
治
三
十
一
年
九
月
三
十
日
正
七
位
二
叙
セ
ラ
ル
（
初
叙
）

一
、
大
正
三
年
三
月
一1

一十
日
正
五
位
二
叙
セ
ラ
ル
（
累
進
）

一
、
同
九
年
九
月
十
日
従
四
位
二
紋
セ
ラ
ル

一
、
同
十
四
年
十
一
月
二
日
正
四
位
二
叙
セ
ラ
ル

一
、
昭
和
七
年
二
月
十
五
日
従
三
位
二
叙
七
ラ
ル
（
特
旨
）

一
、
明
治
四
十
四
年
六
月
十
九
日
日
英
博
覧
會
盛
カ
ノ
功
二
依
リ
勲
六
等
ニ

紋
シ
瑞
賓
章
ヲ
授
ケ
ラ
ル

一
、
大
正
五
年
九
月
廿
九
日
勲
五
等
二
紋
シ
瑞
賓
章
ヲ
授
ヶ
ラ
ル

一
、
同
十
一
年
六
月
廿
七
日
勲
四
等
二
叙
シ
瑞
賽
章
ヲ
授
ケ
ラ
ル

一
、
昭
和
二
年
八
月
十
九
日
煎
一

1

一
等
二
叙
シ
瑞
費
章
ヲ
授
ケ
ラ
ル 昭

和
六
年
十
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の
半
肉
の
龍
な
ど
は
、
何
れ
も
學
校
で
作
り
か
け
た
ま
4

の
も
の
。

（
岡
版

も
の
を
作
り
か
け
て
、
そ
の
ま
4

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
蛾
型
、
（
岡
版
―
-
）

下
を
御
案
内
申
上
げ
た
。
そ
の
時
校
長
が
「
大
島
さ
ん
、
何
ぞ
造
つ
て
陛 陛

鋳
金
蛾
型
の
名
匠
大
島
如
5
i

（
本
名
勝
次
郎
、
別
号
一
乗
軒
）
は
岡
倉
天
心

校
長
時
代
の
明
治
二
十
三
年
か
ら
同
二
十
九
年
ま
で
屈
な
い
し
技
手
と
し
て
起

用
さ
れ
、
正
木
直
彦
校
長
時
代
の
同
一二
十
七
年
に
嘱
託
教
師
と
し
て
再
起
用
さ

れ
、
大
正
七
年
に
教
授
に
昇
格
。
作
家
と
し
て
は
東
京
彫
工
会
、
日
本
美
術
協

会、

日
本
金
工
協
会
、
内
外
博
覧
会
等
で
活
躍
し
た
。
退
官
の
と
き
は
七
十
四

オ
の
高
齢
に
達
し
て
い
た
。

如
雲
の
ひ
と
と
な
り
に
つ
い
て
は
同
僚
と
し
て
身
近
か
に
居
た
香
取
秀
真
の

次
の
文
が
最
も
よ
く
言
い
表
わ
し
て
い
る
（
参
考
図
版
省
略
）
。

先
生
の
東
京
美
術
學
校
に
奉
職
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
十
―
―
―年
二
月
と
履

歴
書
に
あ
る
。
そ
の
営
時
の
先
生
の
様
子
を
沼
田
一
雅
君
な
ど
か
ら
聞
く

と
、
先
生
の
机
の
脇
に
は
茶
道
具
が
罹
い
て
あ
っ
て
、
火
鉢
に
は
鐵
瓶
が
掛

け
て
あ
る
。
さ
う
し
て
時
折
茶
を
滝
れ
、
菓
子
鉢
か
ら
御
菓
子
を
出
し
て
私

な
ど
も
御
馳
走
に
な
っ
た
も
の
だ
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

校
友
會
の
華
道
郡
は
石
州
流
の
大
島
先
生
が
受
持
で
、
板
谷
波
山
君
な
ど

が
数
へ
て
貰
っ
た
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
衣
類
か
ら
履
物
迄
が
江
戸
前
で
、
様

へ
て
ゐ
た
と
の
事
。

令
兄
の
安
太
郎
さ
ん
が
、
仕
事
が
早
か
っ
た
の
と
反
到
に
、
先
生
は
寧
ろ

遅
い
方
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
は
れ
た
。
寒
山
拾
得
と
も
云
ふ
べ
き
半
肉
の

皇
太
后
陛
下
が
東
京
美
術
學
校
へ
行
啓
あ
ら
せ
ら
れ

子
の
よ
い
人
柄
で
あ
っ
た
の
で
、
同
君
た
ち
は
先
生
を
今
丹
次
郎
と
陰
で
稲

こ
。

キー

九
）
の
龍
首
も
歿
後
未
完
成
の
ま
4

で
あ
っ
た
の
を
加
納
睛
雲
氏
に
依
て
宵

銅
に
移
さ
れ
た
も
の
な
ど
、
思
ふ
や
う
で
な
か
っ
た
の
で
放
棄
さ
れ
た
の
で

あ
ら
う
。
花
瓶
や
其
他
の
も
の
も
中
途
半
端
で
や
め
ら
れ
た
の
が
か
な
り
多

い
様
だ
。
そ
の
癖
生
徒
が
作
り
か
ね
て
居
る
小
物
な
ど
は
忽
ち
作
っ
て
呉
れ

た
。
六
角
紫
水
教
授
が
學
生
嘗
時
印
を
作
り
か
ね
て
居
た
時
、
獅
子
紐
の
印

を
忽
ち
作
っ
て
錨
物
に
ま
で
し
て
貰
っ
た
事
が
あ
る
さ
う
な
。
私
と
同
期
の

故
籾
井
菊
次
郎
君
が
學
校
の
展
覧
會
に
何
を
出
さ
う
か
と
迷
つ
て
ゐ
た
時

に
、
二
三
十
分
間
に
土
筆
に
櫻
花
―
二
輪
を
添
へ
た
文
鎖
と
其
外
何
や
ら
の

蛾
型
を
作
ら
れ
た
。
嫌
を
引
き
の
ば
し
て
ゐ
る
か
ら
、
何
を
作
ら
れ
る
か
と

見
て
ゐ
る
と
、
枯
蓮
の
茎
に
敗
荷
を
著
け
て
忽
ち
文
鎮
が
出
来
る
。
蟹
な
ど

も
す
ぐ
出
来
上
る
、
見
て
ゐ
る
瞬
間
あ
ざ
や
か
な
蛾
び
ね
り
で
忽
ち
に
出
来

あ
が
る
。

（
闘
版
一
三
）
の
蛇
は
、
嘗
て
加
藤
龍
雄
氏
が
ど
ん
な
こ
と
に
し
た
ら
よ

い
か
と
先
生
に
尋
ね
た
。
先
生
は
直
ち
に
蛾
を
採
つ
て
手
の
ひ
ら
で
板
の
上

に
こ
ろ
が
し
て
、

一
方
は
細
く
、
一
方
は
太
い
棒
を
造
つ
て
、
蝠
つ
て
蛇
と

な
っ
た
も
の
を
捨
へ
て
「
コ
ソ
ナ
風
で
ど
う
か
」
と
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

さ
う
な
。
加
藤
氏
は
そ
れ
を
躊
物
に
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
愚
息
正
彦
も
蛇
の
の
た
く
つ
て
居
る
蝋
型
ー
手
燭
の
執
手
ー
を
蔵

し
て
ゐ
る
の
も
同
様
の
手
本
用
の
も
の
。

大
正
十
年
今
の

た
。
そ
の
営
時
数
務
係
で
あ
っ
た
鈴
川
信
一
君
の
先
導
、
正
木
校
長
の
御
案

内
で
エ
藝
の
方
を
御
廻
り
な
さ
れ
た
時
、
大
島
先
生
の
蛾
型
の
数
室
へ

下
の
御
覧
に
入
れ
て
は
如
何
で
す
か
」
と
云
ふ
と
、
大
島
先
生
は
直
に
傍
の
蝋
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れ
た
。

鍋
の
蝋
を
取
っ
て
何
か
渦
巻
の
や
う
な
も
の
を
招
へ
た
が
、
忽
ち
蝸
牛
が
出

来
た
ぢ
や
な
い
か
、

陛
下
も
そ
れ
を
御
覧
に
な
っ
て
、
微
笑
ま
せ
ら
れ
た

さ
う
で
あ
る
。

（
鈴
川
君
談
）

生
徒
が
蛾
型
の
出
束
か
4

り
を
先
生
に
見
せ
る
と
一
日
が
か
り
で
先
生
が

作
り
あ
げ
て
し
ま
ふ
。
ズ
ル

イ
生
徒
は
そ
れ
を
承
知
し
て
、
わ
ざ
と
先
生
に

預
け
て
し
ま
つ

て
自
分
は
遊
ん
で
ゐ
る
。

（
香
取
秀
真
「
大
島
先
生
の
追
憶
」

『
大
島
如
雲
先
生
年
諮
』

昭
和
十
六
年
東
京

鋳
金
会
編

・
発
行
）

な
お
、
「
高
村
豊
周
先
生
と
語
る
」

忌
祈
念
号
。
昭
和
四
十
八
年
七
月
、
鋳
金
家
協
会
）
の
豊
周
と
内
藤
春
治
の
対
談
中

に
は
教
師
と
し
て
の
如
雲
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

如
雲
は
昭
和
十
五
年
に
八
十
―
―
―
歳
で
死
去
し
た
が
、
そ
の
年
の
十
月
に
は
本

校
工
芸
科
棟
玄
関
前
に
新
田
藤
太
郎
作
の
銅
像
が
建
設
さ
れ
た
。

如
雲
の
退
官
後
、
四
月
二
十
二
日
に

至
り
、
鋳
造
科
に
講
師
（
鋳
造
実
習
、

鋳
造
製
作
法
担
当
）
と
し
て
採
用
さ
れ
た

の
は
丸
山
義
男
（
不
忘
）
で
、
彼
は

（
『
鋳
金
家
協
会
会
報
』
高
村
豊
周
先
生

一
周

明
治
二
十
三
年
四
月
五
日
山
形
県
米
沢
市
生
ま
れ
。
米
沢
中
学
校
卒
業
後
本
校

鋳
造
科
に
入
学
し
、
大
正
六
年
に
卒
業
し
て
香
川
県
立
工
芸
学
校
の
教
師
と
な

っ
た
が
、
同
十
年
辞
任
し
て
西
巣
鴨
町
堀
ノ
内
百
六
十
二
番
地
に
鋳
金
美
術
工

場
を
設
け
て
経
営
に
あ
た
っ
た
。
本
校
へ
は
津
田
信
夫
の
推
挙
に
よ
り
採
用
さ

鈴
川
信
一
の
略
歴
と
後
任
生
徒
主
事
佐
々
木
卓
に
つ
い

て
は
四

二
0
頁
に
記

し
た
と
お
り
で
あ
る
。
増
井
兼
吉
は
帝
国
博
物
館
屈
を
経
て
明
治
一二
十
二
年
本

校
屈
、
次
い
で
同
四
十
年
書
記
と
な
っ
た
。
同
二
十
九
年
以
降
軍
籍
（
近
衛
工

兵
大
隊
）
に
あ
り
、
度
々
召
集
を
受
け
て
台
湾
、
朝
鮮
、
清
国
出
兵
に
応
じ
、

本
校
で
は
そ
の
軍
隊
訓
練
の
経
験
を
生
か
し
て
生
徒
の
修
学
旅
行
の
引
率
に
あ

た
っ
た
。

合
田
清
は
明
治
十
三
年
か
ら
同
二
十
年
に
亙
る
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
に
西
洋
木

版
技
法
を
修
得
し
、
帰
国
後
は
生
巧
館
を
起
こ
し
て
そ
の
技
法
を
教
え
、
木
口

木
版
の
名
手
と
し
て
聞
こ
え
た
が
、
本
校
で
は
明
治
二
十
九
年
以
降
、
単
に
フ

ラ
ン
ス
語
の
嘱
託
教
師
と
し
て
遇
さ
れ
た
。
本
校
に
臨
時
版
画
教
室
が
設
置
さ

れ
、
生
徒
の
兼
習
が
許
可
さ
れ
る
の
は
昭
和
十
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら

生
徒
の
間
に
は
版
画
研
究
の
動
き
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
校
友
会
に
「
椎
の
木

の
会
」
と
称
す
る
版
画
ク
ラ
ブ
が
出
来
、
昭
和
一
二
年
二
月
十
七
、
十
八
日
に
創

作
版
画
第
一
回
展
を
開
催
し
た
。
合
田
は
十
八
日
に
招
か
れ
て
「
西
洋
版
画
に

就
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
て
お
り
、
そ

の
概
要
が
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会

月
報
』
第
二
十
六
巻
第
八
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

③

正
木
直
彦
の
退
官
と
赤
間
信
義
の
校
長
事
務
取
扱
就
任

昭
和
七
年
三
月
三
十

一
日、

正
木
直
彦
が
校
長
を
辞
し
、
文
部
省
専
門
学
務

局
長
赤
問
信
義
が
校
長
事
務
取
扱
と
な
っ
た
。
正
木
は
一二
十

一
年
間
校
長
を
つ

と
め
、
そ
の
間
、
正
木
の
美
術
学
校
と
称
さ
れ
る
ま
で
に
本
校
は
彼
の
統
率
の

下
に
進
展
を
遂
げ
た
が
、
彼
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
後
任
の
人
材
が
無
く
、
ま

た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
美
術
界
に
波
瀾
を
巻
き
起
こ
す
恐
れ
も
多
分
に
あ
っ
た

の
で
、
各
方
面
か
ら
異
論
の
出
な
い
人
物
が
選
ば
れ
る
ま
で
、
正
木
と
意
思
の

疏
通
の
あ
る
赤
問
が
暫
定
的
に
後
任
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

正
木
校
長
時
代
を
象
徴
す
る
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
の
最
終
巻

（第

三
十
一
巻
第
一
号
）
の
巻
頭
を
飾
る
の
は
正
木
と
赤
間
の
挨
拶
の
辞
で
あ
る
。
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